根本に 於て 違 ひが ある やうに 思 はれます。 

しかし、 此の 説 は、 大きな パラドックスが 含まれて 

ゐる。 われく が、 常に 天稟の 素質の 前に 頭 を 下げな 

ければ ならないなら、 腕 を 拱いて 死 を 待つ より 外な 

いのです。 

此の 批評家が、 何故に、 劇作家 だけが 特に、 「生れな 

がら」 劇作家で なければ ならない と 主張す るか、 それ 

は、 劇作家 だけが、 当今、 「誰でもな リ 得る」 ものと 信 

じられ てゐ るら しい 風潮 を 揶揄した もので あらう と 思 

はれます。 

ある 批評家 はまた、 劇作に 於け る art と m§tier と を 



ふ 議論 も、 結局、 技術 だけ を 生命と する 劇作家 は、 真 

の 劇作家と は 云へ ない とい ふ 主張が 裏づ けられて ゐる 

と 見て よろしい。 

それならば、 ほんとの 劇作家が 具へ てゐ なければ な 

らな いもの 即ち、 劇作 上の art と は 如何なる もの 

か。 それ はどうい ふところから 生れて 来る か。 それ は 

どうい ふ 形で 作品の 中に 表 はれて ゐ るか。 この 難問題 

を 解決して、 扨て、 諸君 はどう すれば、 この art を 体得 

し、 驚嘆すべき 傑作 を 物す る ことができ るか とい 

ふ 結論 を 引出す ことが、 此の 文章の 役目 だと すれば、 

私 は、 聊か 心細 さ を 感じます。 なぜなら、 そんな こと 



はちつ とも わかって ゐ ないから です。 恐らく、 誰も わ 

かって ゐ ないで せう。 

古来 作劇術 (ドラマ ツル ギィ) と 称する 書物が 教へ 

ると ころ は、 実は、 此の art そのものに は 関係な く、 

た、 V 僅かに、 metier の 一 端に 触れた ものに 過ぎません。 

従って、 ドラマ ツル ギィ なる もの は、 文法書と 撰ぶ と 

ころ はない。 否、 文法 は、 それでも、 例外 を 認めて ゐ 

る。 ドラマ ツル ギィ は、 此の 例外 を すら 挙げて ゐ ない 

のです。 

凡て、 芸術 は、 例外 を 作る 術で あると も 云へ るで は 

ありません か。 劇作に 於ても、 その 例外の 生れる とこ 



ろ を 究めなくて はなり ません。 古来、 戯曲の 名作と 称 

せられる もの は、 悉く、 何等かの 形で 幾分の 例外 を 含 

み、 此の 例外 を 生かす 何者かに よって 永遠 性 を 有って 

ゐ るので す。 

今の 私に は、 これ だけの ことが わかって ゐる だけ だ。 

そこで 私 は、 世の 若き 劇作家 志望者 諸君 (並に 諸 嬢) 

に 向って、 次の こと を 勧告して 置きたい と 思 ひます。 

第一に、 古今東西の 戯曲 を 読み、 または その 舞台 を 

観る 際に、 その 戯曲の 思想と 形式、 又は 内容と 表現 を 

分析 的に 考察、 批判す る こと も 肝要です が、 それ 以上 

に その 作品の 魅力が、 art と metier との 如何なる 交錯 



融合に よ つ て 生れる か を 吟味す る 用意が 必要 だと 思 ひ 

ます。 勿論、 どの 部分が 芸術で、 どの 部分が 技術と、 

はっきり 見分けが つく わけの ものではありません が、 

また、 その 両者が 渾然 一致して ゐる 場合 こそ 極度の 魅 

力 を 発揮す るので すが、 その 点 を 充分 考慮に 入れて 戯 

曲 を 鑑賞 すれば、 おの づ から 作者の 「心」 と 「手」 と 

が、 異 つた 質量と 熱度で 諸君の 感覚に 伝って 来る 害で 

す。 こ、 でお 断り をして 置かなければ ならな いのは、 

所謂 「技巧」 とい ふ 言葉に ついて > す。 日本の 文壇で 

は、 「技巧 偏重」 とい ふ、 既に そのこと 自身が、 「技巧 

偏 軽」 を 意味す る 批評 を 耳に します が、 私が、 前に 述 



ベた metier は、 決して 技巧の 全部 を 指す もので は あ 

リ ません。 技巧 そのもの、 うちに は、 立派に art の 名 

に 値する もの も あるので す。 さう いふ 技巧 は 如何に 重 

ん じても 「偏重」 に はなり ません。 

第二に、 いろくな 戯曲 を その 出来栄え、 即ち、 そ 

れ 自身と しての 価値に よって 批判す ると 同時に、 その 

作品の 内容と 形態が 作り出す ある 「特殊性」 について、 

文学史 的 進化の 法則と 過程と を 発見す る やうに 努めな 

くて はなり ません。 これ は、 今日の 我が 批評 壇が、 殆 

ど 注意 を 向けて ゐ ない 点です。 云ひ換 へれば、 文学 上 

の 「様式」 (genre) に対して、 一個の 観点 を もっとい 



ク • イプセンが 舞台に 初めて 「生活の 断片」 を 示し、 

メェ テル リンクが 見事に 「争闘」 のない ドラマの 型 を 

築いた ほどの 花々 しさ はなく とも、 過去 三十 年の 劇界 

は、 文学的に も、 舞台 的に も、 著しい 進化の 跡 を 遺し 

てゐ ます。 そして 現代 は 最早、 例外が 一 つの 規則で あ 

るかの 観 を さへ 呈 して ゐ るではありません か。 かう い 

ふ 時代に、 その 表面に 現 はれた 傾向の みに 眼 を 奪 はれ 

て、 この 根柢 をな すと ころの 一 つの 流れ、 即ち 戯曲の 

伝統的 本質 を 顧みなかったならば、 その 新し さは 単に 

かの m§tier の 上の 新し さ、 それ も 技術にまで は 到達 

しない 嗤 ふべき 「素人の 物真似」 に 終る でせ う。 



底本 ： 「岸 田國士 全集？ -」 岩波 書店 

1990 (平成 2) 年 7 月 9 日 発行 

底本の 親 本 ： 「若草 第 四 巻 第五 号」 

1928 (昭和 3) 年 5 月 ー 日 発行 

初出 ： 「若草 第 四 巻 第五 号」 

1928 (昭和 3) 年 5 月 ー 日 発行 

入力 .. 

校正 ： 門 田裕志 

2 o o 7 年 7 月 2 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



